
加西ふるさと春ミーティング  質問等一覧   

     

校区名 開催日時・場所 参加者数 

富田小学校区 
２月１２日（火） １９：００ ～ ２0：４０ 

富田会館 
３６名 

ふるさと創造会議に関する質問 

Ｎｏ 意 見 概 要 市の回答など 

1 

前回のタウンミーティングでは経済活性をしなければいけないということを提

案し、農業に力を入れていかないということだった。新しい起業ではなく、企

業を誘致してくるという話もある。この時代であれば、起業を進めていくべき

ではないか。 

ふるさと創造会議の中で、起業し法人格を持つ団体が出てくることを

期待しています。 

企業誘致の件は、市内で働くところがないという意見は頂戴していま

す、産業団地は埋まってきているので、新しい団地を作る必要もある

と考えています。市内の企業でも優秀なところが多く、子供達に知っ

ていただくことも大事だと思います。 

2 

富田まちづくり協議会も 7年ほど取り組んでいる。補助金をもらって取り組ん

でいる。まちづくりとして取り組んでいるが起業という位置づけではない。 

市からのアドバイスが無い。味噌作りに取り組んでいくので、商品化を目指

したい。地区の住民のマインドも上げていく必要がある。設備投資に補助は

できないか。 

ふるさと創造会議の最終目標は、ＮＰＯ又は株式会社の法人格を持

つ事業が生まれることを期待しています。 

また、市から直営で行なっている事業を、ふるさと創造会議を設立し

たのち、委託先として受けていただけたらと考えています。例えば、

学童保育を現在実施しているが、地元で受けていただければ、地域

独自の学童保育ができます。 

地域の方に関わっていただき、地域に予算を回していくという形を目

指していきたいと思います。 



3 

まちづくりの先進地は。事業を起こして金儲けをするのか。 

地域づくりには、住民が楽しむことが大事です。地域の中で求めら

れる人材、今後、大きくなって地元に帰ってきたいと思う子供を多く

育てていきたいと思っています。 

また、定年退職された方の培ってきた技術などを地域で活かしてい

ただきたいと思います。 

4 富田にはまちづくり協議会やはつらつ委員会もあるので、あまり変わらないと

思う。 
意見として拝聴 

5 例がたくさんあり、わからない部分もあるが、これはとりあえず何かやってみよ

うという行動を起こすことが大事だということだと思う。 

では、具体的には何をすればよいか。例えば、ため池でじゃこを育てて、佃

煮にするなどはどうか。 

はつらつ委員会やまちづくり協議会をもっと活性化できないでしょう

か。先進地では、朝来市や伊賀市などがあります。 

6 

補助金はどれぐらいを予定しているのか。 
毎年、一定の額を予定しています。県民交流広場事業の活動費より

は多くしたいと思っています。 

7 ため池を使っていろいろ考えてもいい。リタイヤ組が参加することになってく

ると思う。予算規模も気になるところ。 

富田には何が適しているかと提案をもらうのがいい。 

富田に合ったものというのは、地域が一番知っておられると思いま

す。地域で、話し合っていただき、テーマを決めてれば、何に取り組

んでいくかが見えてくると思います。 

8 

Ｈ25年度から始めるのか。 

市内一斉に実施するのではなく、また、早く始めたら得というような制

度にはしません。遅く始めても予算の差はありません。地域で話し合

いをしていただき、機が熟したときに進めていただきます。 

9 

昨年から放棄している山やため池を整備している。手入れしていないので

水質が悪い。子供と一緒に桜を植えたりしている。こういった事業にも予算

補助をいただけるのか。 

里山整備などの環境整備、ため池の活用などをふるさと創造会議の

中で予算を振り分けてもらうことは可能です。 



10 市長の思いで進めていくのですが、65歳から70歳ぐらいの方に地域で活躍

してほしい。地域として、隙間を埋めていくような事業を各地域で考えていき

たいと思っている。 

富田が良い地域だと評価され、人口が増えればベストだと思っている。 

意見として拝聴 

その他市政に関するご意見 

12 ため池の改修をたくさんした。麹屋ダムができて 20年ぐらい経つかと思うが、

いまだに水が不足するという状況がある。農業はこの地域の基盤である。各

地域がおいしいお米を栽培するなどの取り組みを進めていく必要があるの

ではないか。 

ダムの水を農業だけでなく、ほかに転換することも考えていかないといけな

いのではないか。 

ため池改修は、災害対策という側面から進めた。危険ため池を中心

に進めております。 

米の特産化については、農政課などと調整しながら進めていく必要

があります。 

13 営農組合に市から補助金 10 万円出ていると思う。農家にも水の大切さを農

家も学ばないといけない。 
10万円の件は、調べて後日回答します。 

14 

人口が減ってきていることについて、市はどういった理由だと考えているか。 

毎週、人口の移動を調べている。出生・死亡・転出・転入を集計し、

職員も共通認識するようにしています。転入転出にはアンケートも取

っています。 

進学での転出は仕方ないが、結婚すると近隣市に住まわれる方が

多い。理由は、アパートが無いという結果が出ています。  


